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稲穂の心   自らは黄金に輝き 周りをも活かして和し 礼をただす 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念 「稲穂の心」 

○ どの子も かけがえのない存在 

○ どの子も 可能性を秘めた存在 

○ どの子も よりよく生きたいという願いをもった存在 

学校組織目標 

可能性（よさ）に気づき、役に立とうとする児童を育てる 

～小さな成功体験での自信をもとに～ 

経営の重点一人一人が主体的に学び、自分のよさを発揮できる学校づくり～成功体験を積み重ねて、自信をもてる児童の育成のため～ 

１ 自分のよさを発揮できる場の設定・実践・振り返り（キャリア教育との関連づけ） 

２ それぞれの強みを活かし、協働し共に伸びる職員の体制づくり（教職員の人材育成・服務規律の徹底） 

３ ＩＣＴを活用した授業の基盤づくり（研修の工夫） 

４ 働きがいのある職場づくりと自分を磨く時間確保のための業務改善（一人一人に合った働き方改革） 

５ 保護者や地域との協働・連携（学校応援団づくり・社会との関わりづくり） 

豊かな心づくりプロジェクト 

○ 自分のよさを知り、よさを活かして、役に立とう

とする児童の育成 

１ 稲荷二小「よい子の一日」の実践 

２ 道徳教育の推進 

３ 読書活動の推進 

４ 学校畑の活用による体験活動の充実 

学力向上プロジェクト 

○ 目的意識をもって自分の考えを伝えたり、 

友達の意見と比べたりしながら、考えを深めること

ができる児童の育成 

１ 規律と協働を高める八策の推進 

２ 知識・技能の確かな定着 

３ ＩＣＴの活用（デジタルドリルの活用） 

４ 外国語科でのスモールトークの定着 

健やかな体づくりプロジェクト 

○ 健康な体づくりや安全な生活のために主体的に

取り組む児童の育成 

１ 基本的な生活習慣の確立 

２「いなに体力アップ計画」の推進 

（授業の流れの共通理解、道具・場の工夫） 

３ 安全教育の充実（避難訓練・防災教室） 

 

 

 

 

 

令和６年度 

 

常澄中学校区小中一貫教育目標 

夢や希望をもち、未来に向かってたくましく生きる子の育成 

稲荷第二小学校教育目標 

役 に 立 つ 喜 び を 知 る 子 の 育 成 

 

 め ざ す学 校 の姿  

○ 一人一人が主役の学校 

○ 明日が待たれる学校 

○ 安全で安心する学校 

  

○ 信頼される開かれた学校 

 め ざ す教 師 の姿  

○ 一人一人に寄り添う教師 

○ 常に授業改善に取り組む教師 

〇 協働して共に高め合う教師 

 

 め ざ す児 童 の姿  

○ 自分から元気にあいさつする子 

○ 人の役に立とうとする子 

○ お互いを認めあう子 

〇 自分の意見をしっかり言える子 

〇 いろいろなことにチャレンジする子 

 

○ 進んで表現する子 

  小 中 連 携  

○ 小中一貫の推進 

・中学校区３小学校との連携 

・常澄中学校との連携 

・関係幼保園等との連携 

保 護 者 との連 携  

 ○ ＰＴＡ活動の推進 

・スクールボランティアとの連携 

・ＰＴＡ活動の周知と理解協力 

・学校の行事への積極的な参画 

地 域 との連 携  

 ○ コミュニティスクールの推進 

・学校運営協議会との連携 

 ○ 地域の教育力の活用 

・市民センターや地域ＧＴの活用 


